市町村別高齢者虐待相談窓口一覧
　

平成１８年４月１日から「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（いわゆる「高齢者虐待防止法」）が、施行されました。

虐待を発見された方や施設等職員は、高齢者の生命又は身体に重大な危険が生じている場合、速やかに、市町
村に通報しなければなりません。

虐待を受けている高齢者の方、あるいは虐待を受けているのではと心配されている方もぜひお住まいの市町村にご相談ください。市町村別高齢者虐待相談窓口一覧を掲載しましたので、どうぞご利用ください。
	○高齢者
	６５歳以上の方

	○高齢者虐待
	①養護者による虐待　②養介護施設従事者等による虐待に分けています。

	○養護者
	高齢者を現に養護する者であって養介護施設従事者等以外のものとされていて、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が該当するとされています。

	○養介護施設等従事者
	老人福祉法及び介護保険法に規定する養介護施設又は養介護事業の業務に従事する職員です。

	○虐待の区分
	身体的虐待
	暴力行為などで、身体にあざ、痛み与える行為、外部との接触を意図的、継続的に遮断する行為。

	
	介護・世話の放棄・放任
	意図的であるか、結果的であるかを問わず、介護や生活の世話を現に行っている家族が、その提供を放棄または放任し、高齢者の生活環境や、高齢者自身の身体・精神的状態を悪化させていること。

	
	心理的虐待
	脅しや侮辱などの言語や威圧的な態度､無視､嫌がらせ等によって精神的､情緒的苦痛を与えること。

	
	性的虐待
	本人との間で合意が形成されていない、あらゆる形態の性的な行為またはその強要。

	
	経済的虐待
	本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の使用を理由なく制限すること。


　家庭で高齢者の方のお世話をされている家族の方だけが頑張り過ぎ、疲れてしまったり、高齢者の方があきらめて１人で悩んでいるようなことはありませんか。どうぞ、お住まいの市町村の相談窓口をご利用ください。
